
1 
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各 位 

 

会  社  名 日立キャピタル株式会社 

代 表 者 名 執行役社長 三浦 和哉 

  （コード番号：8586・東証第一部） 

問 合 せ 先 執行役常務 百井 啓二 

 (TEL：03-3503-2118) 

当社の親会社 株式会社日立製作所 

代 表 者 名 執行役会長 

 兼 執行役社長 川村 隆 
 

 

第 2四半期業績予想との差異および 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

  当第 2四半期累計期間の業績について、平成 21年 7月 23日に公表しました連結業績予想および平成 21年

4 月 24 日に公表しました個別業績予想に差異が生じ、また通期業績予想の修正を致しましたので、お知らせ

します。 
 

記 

 

1．平成 22年 3月期第 2四半期累計期間業績予想数値との差異（平成 21年 4月 1日～平成 21年 9月 30日) 

 
 （1）連結業績 

                                     （単位：百万円） 

区  分 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり   

四半期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 47,200  4,600 4,600 2,700  23円 10銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 47,717 6,711 7,160 4,181  35円 77銭 

差額（Ｂ）―（Ａ）   517 2,111 2,560 1,481 － 

差 額 率 ( % )   1.1 45.9 55.7 54.9 － 

(ご参考)前期第２四半期実績  

（平成 21年３月期第２四半期）  
54,789 10,103 10,097 14,801 126円 63銭 

 
 

 （2）個別業績 

                                     （単位：百万円） 

区  分 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり   

四半期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 27,700 4,000 4,000 2,400  20円 53銭 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 27,274 4,977 5,427 3,367  28円 81銭 

差額（Ｂ）―（Ａ）   △ 425 977 1,427 967 － 

差 額 率 ( % )   △ 1.5 24.4 35.7 40.3 － 

(ご参考)前期第２四半期実績  

（平成 21年３月期第２四半期）  
33,240 9,228 9,232 15,475 132円 39銭 
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２．平成 22年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日） 

 
 （1）連結業績 

                                    （単位：百万円） 

区  分 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり   

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 96,800 12,000 12,000 5,150  44円 06銭 

今回修正予想（Ｂ） 95,000 13,700 14,000 6,210  53円 13銭 

増減額（Ｂ）―（Ａ）  △ 1,800 1,700 2,000 1,060 － 

増 減 率 ( % ) △ 1.9 14.2 16.7 20.6 － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平成 21 年 3 月期 ) 
107,943 17,580 17,544 12,122 103円 71銭 

 
 
 （2）個別業績 

                                   （単位：百万円） 

区  分 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり   

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 58,500 11,300 11,300 5,000  42円 78銭 

今回修正予想（Ｂ） 57,500 11,500 11,800 5,300  45円 34銭 

増減額（Ｂ）―（Ａ）  △ 1,000 200 500 300 － 

増 減 率 ( % ) △ 1.7 1.8 4.4 6.0 － 

(ご 参 考 )前 期 実 績 

(平成 21 年 3 月期 ) 
66,435 18,087  18,077 13,852 118円 51銭 

 

３．修正の理由 

 

第２四半期累計期間においては、景気後退の影響を受け、法人向けリース等の取扱いの減少や中古物件の販売価格の

低迷、また海外事業の低調などにより、営業収益は前年実績を下回るものの、ほぼ予想どおりに推移しました。 

このような厳しい経営環境の中、業務運営費の削減を図るとともに、金融費用の圧縮により営業費用の低減に努め、

当第 2四半期累計期間の営業利益、経常利益、当期純利益は予想を上回る結果となりました。 

また、通期業績予想につきましては、景気回復が当初見込みより遅れるものと予想される中、当社グループを取り 

巻く経営環境も厳しさが続くものと認識しており、当第２四半期累計期間の業績を踏まえて、上記のとおり修正致しま

す。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づいて当社が作成したものであり、最終の業績は 

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

  以 上 


